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技術の概要 摩擦増大用アスファルトマットの静止摩擦係数は、アスファルトマットが粘弾塑性

体であるため、コンクリートと捨石の摩擦係数とは異なり、以下の①～④を複合し

たものである。 

① 摩擦抵抗 

② ほぞ効果によるせん断抵抗 

③ 材料の弾塑性変形による抵抗 

④ アスファルト合材の付着抵抗。 

重力式構造物では捨石マウンド上に直接堤体を載せて外力に抵抗するものが大

部分であるが、建設コスト縮減等のため、より経済的な工法が期待されている。 

そこで、堤体の滑動抵抗を増大させることにより、堤体幅を小さく（重量を軽減）す

ることができる建設資材の開発を行ったものである。 

図-1 に摩擦増大用アスファルトマットの構造図(例)を、写真-1 には敷設状況を

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 摩擦増大用アスファルトマットの構造図(例)            写真－１ 敷設状況 
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